
南
北
に
分
断
さ
れ
た
個
体
群

　

奄
美
大
島
と
徳
之
島
に
の
み
生
息
し
て
い
る

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
写
真
１
は
、
国
内
最
初

の
特
別
天
然
記
念
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
初
は
奄
美
大
島
全
域
に
生
息
し
て
い
ま
し
た

が
、
１
９
７
９
年
に
名
瀬
市
（
現
：
奄
美
市
）
で

30
頭
の
マ
ン
グ
ー
ス
が
放
逐
さ
れ
、
そ
の
後
マ

ン
グ
ー
ス
の
分
布
拡
大
に
伴
い
、
ア
マ
ミ
ノ
ク

ロ
ウ
サ
ギ
の
個
体
群
は
北
部
の
小
さ
な
個
体
群

と
南
部
の
比
較
的
大
き
な
個
体
群
に
分
断
さ
れ

ま
し
た
図
１
。

　

本
研
究
で
は
、
マ
ン
グ
ー
ス
の
分
布
拡
大
図
２

に
伴
う
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
個
体
群
の
分

断
化
と
個
体
数
の
減
少
が
、
そ
の
遺
伝
構
造
に

ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。

自
然
に
形
成
さ
れ
た
遺
伝
的
な
隔
た
り

　

２
０
０
０
年
代
始
め
の
最
も
個
体
数
が
少
な

い
時
期
（
２
０
０
３
〜
２
０
０
５
年
）
に
、
奄
美
大

島
全
域
の
河
川
や
林
道
を
歩
い
て
、
新
鮮
な
糞

を
回
収
し
、
そ
の
糞
写
真
２
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出

し
て
、
マ
イ
ク
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト
Ｄ
Ｎ
Ａ
８
遺
伝

子
座
の
遺
伝
子
型
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

遺
伝
子
解
析
の
結
果
、
南
北
の
個
体
群
の
遺

伝
的
な
ち
が
い
は
大
き
く
、
ま
た
、
北
部
の
小

さ
な
孤
立
個
体
群
で
は
多
様
性
が
低
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
体
群
間
の
遺
伝

的
な
ち
が
い
は
マ
ン
グ
ー
ス
に
よ
る
分
断
化
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
理
的
な
距
離
に
よ
っ

て
分
断
化
以
前
か
ら
自
然
に
変
化
し
た
も
の
で

し
た
。こ
れ
は
、ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
移
動
・ 

分
散
距
離
は
無
限
で
は
な
い
た
め
、
近
い
と
こ

ろ
に
い
る
ウ
サ
ギ
同
士
で
は
遺
伝
的
な
関
係
が

高
く
、
距
離
が
離
れ
る
に
つ
れ
徐
々
に
遺
伝
的

な
関
係
性
が
低
く
な
る
（
遺
伝
構
造
が
変
化
し
て
い

く
）
た
め
で
す
。
こ
う
し
た
特
徴
は
１
９
７
０

年
代
の
ま
だ
個
体
群
が
連
続
し
て
い
た
頃
に
は

す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
北
部
の
個
体

群
と
南
部
の
個
体
群
と
で
は
遺
伝
的
な
ち
が
い

が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
マ
ン
グ
ー
ス

が
放
逐
さ
れ
た
中
部
で
は
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ

サ
ギ
が
局
所
的
に
絶
滅
し
、
こ
の
地
域
の
遺
伝

的
な
構
造
が
「
抜
け
落
ち
た
」
た
め
に
、
北
部

と
南
部
の
遺
伝
的
な
ち
が
い
が
連
続
的
で
は
な

く
な
り
、
北
部
と
南
部
の
個
体
群
で
の
遺
伝
的

な
ち
が
い
が
大
き
く
み
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
遺
伝
的
多
様
性
を
み
て
み
る
と
、

写真１　アマミノクロウサギ（Pentalagus furnessi）
奄美大島と徳之島だけに生息する固有種。日本列島がユー
ラシア大陸と地続きだった時代に大陸から分布を広げ、
その後、島で独自の進化をとげた。（写真提供：勝  廣光）

図１　奄美大島におけるアマミノクロウサギ
の分布域の変遷と遺伝的な特徴のイメージ

1993 ～1994年 1974年
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色が付いている範囲が推定される当時の

アマミノクロウサギの分布域で、色の変

化が遺伝的な変異のイメージ。

アマミノクロウサギは、
マングースの影響から
逃げ切れるか？

分布域の分断・縮小

　　距離に伴って

遺伝的な特徴が変化する



北
部
の
孤
立
個
体
群
で
は
多
様
性
が
低
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
マ
ン
グ
ー
ス
に
よ
っ
て

個
体
数
が
減
少
し
た
た
め
に
、多
様
性
が
下
が
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

個
体
群
同
士
の
交
流
再
開
へ
の
期
待

　

環
境
省
は
２
０
０
０
年
よ
り
本
格
的
な
マ
ン

グ
ー
ス
の
駆
除
を
始
め
、
近
年
で
は
マ
ン
グ
ー

ス
の
個
体
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
分
布
域
お
よ
び
個

体
数
は
回
復
傾
向
に
あ
り
図
１
、
絶
滅
し
て
い

た
地
域
で
も
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（
▼
P. 

18
「
森
林
講
座
瓦
版
」）。
こ
れ
に
よ
り
北
部

の
遺
伝
的
な
特
徴
が
完
全
に
失
わ
れ
る
前
に
、

危
機
的
な
状
況
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

環
境
省
は
２
０
２
２
年
の
マ
ン
グ
ー
ス
の
完
全

排
除
を
め
ざ
し
て
お
り
、
マ
ン
グ
ー
ス
が
絶
滅

す
れ
ば
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
個
体
群
同

士
の
交
流
が
再
開
し
、
北
部
個
体
群
の
遺
伝
的

な
多
様
性
も
回
復
す
る
と
期
待
で
き
ま
す
。
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図２　マングースの分布域の変遷
1979 年に奄美市で放逐されたマン
グースは、放射状に分布域を広げて
いったことがわかる。

写真２　アマミノクロウサギの糞
表面の湿り気や匂いなどで新鮮かどうかを判断す
る。アマミノクロウサギは沢沿いや林道など開けた
場所に糞をする習性がある。

図３　2013 年のアマミノクロウサギの分布域
マングースの減少にともないアマミノクロウサギの分
布域が回復してきた。北と南の個体群の間の空白地帯
でも目撃が報告されるようになった。

2002 ～2003年
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